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今回のセンター試験化学の第２問「物質の変化と平衡」の問２は、窒素と水素からアンモニア

を生成する反応について、ルシャトリエの原理を用いて平衡の移動を考える問題であった。同様

の反応について、ルシャトリエの原理の考え方を用いて平衡が左向きに移動する操作を選ぶ問題

を、第３回ベネッセ・駿台マーク模試の第３問問５でも出題しており、センター試験で求められ

た力と類似した力が求められている。この設問の正答率は、75.8%で、偏差値 60～55 で 93.6%、

偏差値 55～50 で 88.0%、偏差値 50～45 で 76.2%、偏差値 45 未満で 49.5％と、偏差値 45 以上の

成績層では得点源であることがうかがえる。センター試験のこの設問でも、同様の結果が推測さ

れる。 

平衡の移動の問題は、2015 年度以外にも 1996 年度、1995 年度、1994 年度など、化学平衡が

出題範囲に含まれていた過去のセンター試験では頻繁に出題されている。濃度、圧力、温度とい

った条件の変化に伴う平衡の移動の向きや、触媒のはたらきを正しく理解できているかで、正答

率に差がつくと考えられる。ルシャトリエの原理をはじめとして、平衡の移動の概念理解を問う

た類似問題の演習を積んでおきたい。 

 


